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(1) 

4点 DCBA ,,, の、原点Oを基準とした位置ベクトルを考える。 
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 であり、 

直線 1AA 上の点 AP は、実数 aを用いて、 )(
3

)1()1( 1 ODOCOB
a

OAaOAaOAaOPA  と表せる。 

同様に、直線 1BB 上の点 BP 、直線 1CC 上の点 CP 、直線 1DD 上の点 DP は、実数 dcb ,, を用いて、それぞれ 
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と表せる。ここで、
4

3
 dcba とすれば、

4

ODOCOBOA
OPOPOPOP DCBA


 となる。 

4
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OP


 は、線分の 1111 ,,, DDCCBBAA の、内分点かつ共有点である。 

2点以上を共有することはないから、題意は示された。(証明終) 

 

(2) 

実数 nt を用いて、 
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と表せることを、数学的帰納法により示す。 

1n のとき、 1nt とすれば成立。 kn  において成立すると仮定すると 
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 が成立する。同様に、 

 

)(
3

)1(

),(
3

)1(),(
3

)1(

1
11

1
11

1
11

OCOBOA
t

ODtOD

OBOAOD
t

OCtOCOAODOC
t

OBtOB

k
kk

k
kk

k
kk














 

も導かれる。したがって、 1 kn でも成立し、仮定は示された。 

1)1( OAtOAtOA nnn  であるから、点 ),3,2,1( nAn は、直線 1AA 上の点であり、題意は示された。 

(証明終) 

なお、点 ),3,2,1(,, nDCB nnn も、それぞれ直線 111 ,, DDCCBB 上の点である。 



(3) 

(2)より、漸化式
3

11
n

n

t
t  が成り立つから、これを解く。 
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これより、
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 (証明終) 


